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各支部総会を開催各支部総会を開催
2026年度活動がスタート2026年度活動がスタート

　

五
月
は
各
支
部
で
「
支
部
総
会
」

を
開
催
し
、
新
年
度
の
役
員
を
は
じ

め
、
活
動
方
針
や
予
算
な
ど
が
審
議

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
支
部
は
二
十
日
に
開
催
。
支

部
長
に
サ
ラ
フ
ジ
㈱
・
佐
藤
氏
が
再

選
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
同
友
会
を

楽
し
く
活
用
し
、
自
社
を
健
康
に
楽

し
く
し
よ
う
！
」
と
し
ま
し
た
。
第

二
部
で
は
「
進
化
と
楽
し
さ
で
地
域

を
創
る
！
～
学
長
就
任
十
年
間
の
軌

跡
と
地
域
・
教
育
の
課
題
か
ら
見
つ

め
る
中
小
企
業
の
未
来
～
」
と
題
し

て
、
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
・
大

森
氏
（
同
支
部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

高
崎
支
部
は
二
十
八
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈱
石
井
工
機
・
石
井
氏
が

選
出
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
学
び
と

成
長
が
循
環
す
る
社
長
の
学
校
」
と

し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
新
支
部

長
挨
拶
と
方
針
説
明
」に
加
え
て「
新

副
支
部
長
の
紹
介
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

伊
勢
崎
支
部
は
二
十
六
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈲
ス
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
諏
訪
氏
が
再
選
さ
れ
、
活

動
方
針
を
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス　

伊

勢
崎
支
部
！
」
と
し
ま
し
た
。
第
二

部
で
は
「
人
は
人
に
よ
っ
て
磨
か
れ

る
～
後
継
者
と
し
て
の
六
年
間
～
」

と
題
し
て
、
㈱
中
島
・
中
島
氏
（
同

支
部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

桐
生
み
ど
り
支
部
は
二
十
九
日
に

開
催
。
支
部
長
に
㈲
平
野
商
店
・
平

野
氏
が
再
選
さ
れ
、活
動
方
針
を「
全

員
で
同
友
会
を
活
か
そ
う
!!
」
と
し

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
経
営
目
標
交

換
会
を
実
施
し
、
参
加
者
全
員
が
経

営
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
は
二
十
八
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈱
ア
ミ
イ
ダ
・
阿
久
戸
英

男
氏
が
選
出
さ
れ
、活
動
方
針
を「
自

社
の
た
め
に
学
び
を
楽
し
み
成
長

し
、
未
来
を
明
る
く
し
よ
う
」
と
し

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
辞
め
た
く

な
い
と
思
わ
せ
る
会
社
の
つ
く
り
方

～
実
践
か
ら
見
え
た
課
題
と
可
能
性

～
」
と
題
し
て
、㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

町
田
氏
（
代
表
理
事
／
前
橋
支
部
）

が
報
告
し
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
は
二
十
七
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈲
果
実
庭
・
桑

原
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針

を「
学
ん
で
動
い
て
活
か
そ
う
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
恒

例
の
「
経
営
目
標
交
換
会
」
を

行
い
、
単
年
度
の
経
営
目
標
を

発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

渋
川
吾
妻
支
部
は
二
十
七
日

に
開
催
。
支
部
長
に
池
沢
自
動

車
整
備
工
場
・
池
沢
氏
が
再
選

さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
主
体
的

に
生
き
生
き
と
活
動
し
よ
う
～

参
加
が
生
み
出
す
無
限
の
活
力

～
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
例

会
で
は
「
創
造
と
挑
戦
～
支
部

活
動
の
学
び
を
自
社
の
経
営
へ
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
㈱
山
一
製
作
所
・
佐

藤
氏
（
副
代
表
理
事
／
富
岡
安
中
支

部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

富
岡
安
中
支
部
は
二
十
一
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈱
山
一
製
作
所
・
佐

藤
氏
が
再
選
さ
れ
、活
動
方
針
を「
寄

り
添
い
支
え
合
え
る
仲
間
の
輪
を
広

げ
、経
営
者
み
ず
か
ら
進
化
し
よ
う
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
感
動

農
業
、
土
づ
く
り
人
づ
く
り
～
十
年

の
時
を
越
え
て
語
る
成
長
の
軌
跡

～
」
と
題
し
て
、グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱
・

澤
浦
氏
（
沼
田
支
部
）
が
報
告
し
ま

し
た
。

（
各
支
部
と
も
新
年
度
役
員
一
覧
は

本
紙
次
頁
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
）
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各支部の活動方針
【前 橋 支 部】『同友会を楽しく活用し、自社を健康に楽しくしよう！』

【高 崎 支 部】『学びと成長が循環する社長の学校』

【伊勢崎支部】『サードプレイス　伊勢崎支部！』

【桐生みどり支部】『全員で同友会を活かそう!!』

【太 田 支 部】『自社のために学びを楽しみ成長し、未来を明るくしよう』

【沼 田 支 部】『学んで動いて活かそう』

【渋川吾妻支部】『主体的に生き生き活動しよう～参加が生み出す無限の活力～』

【富岡安中支部】『寄り添い支え合える仲間の輪を広げ、経営者みずから進化しよう』

（
正
副
支
部
長
の
み
・
敬
称
略
）
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六
月
九
日（
火
）、同
友
会
事
務
所
・

会
議
室
を
会
場
に
、
経
営
労
働
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
第
二
回
事
業
承
継

研
究
会
」
を
開
催
。
今
回
は
「
計
画

作
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
将
来
の
不
安

を
安
心
に
変
え
る
た
め
の
具
体
的
な

設
計
図
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
講
師
を
務
め
た
の
は
㈱
社
長
の

味
方
・
高
橋
氏
（
高
崎
支
部
）。

　

高
橋
氏
は
、
代
表
権
交
代
や
株
式

移
転
と
い
っ
た
「
見
え
る
承
継
」
に

対
し
、
経
営
理
念
や
社
風
、
経
営
感

覚
と
い
っ
た
「
見
え
な
い
承
継
」
を

い
か
に
引
き
継
ぐ
か
が
重
要
で
あ
る

と
強
調
。
こ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

と
「
承
継
後
に
思
わ
ぬ
事
態
や
ト
ラ

ブ
ル
を
招
く
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま

し
た
。

　

後
半
の
ワ
ー
ク
で
は
、
参
加
者
が

事
前
に
検
討
し
て
き
た
「
理
想
の
事

業
承
継
シ
ー
ト
」に
基
づ
き
、グ
ル
ー

プ
で
の
意
見
交
換
を
交
え
な
が
ら
実

際
の
「
計
画
表
」
を
作
成
。
現
在
の

売
上
や
利
益
、
株
数
な
ど
の
正
確
な

数
値
を
入
力
し
、
十
年
先
を
見
据
え

た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
構
築
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
税
制
の
最
新
情

報
（
申
請
期
限
の
延
長
）
な
ど
も
参

加
者
で
改
め
て
共
有
。
後
継
者
育
成

に
は
五
年
か
ら
十
年
の
期
間
が
不
可

欠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
制

度
を
活
用
し
つ
つ
、
早
期
に
準
備
を

ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
五
月
十
八
日
（
月
）、

前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場
に

「
二
〇
二
六
年
度
方
針
発
表
＆
卒
業

式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
の
発
表
で
は
、
周
藤
委

員
長
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
か

ら
具
体
的
な
活
動
内
容
、
運
営
体
制

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青

年
部
を
「
失
敗
が
許
さ
れ
る
場
所
で

あ
り
、
同
世
代
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨

「後で」が「手遅れ」に「後で」が「手遅れ」に
なる前になる前に

第２回事業承継研究会

方
針
発
表
＆
卒
業
式

方
針
発
表
＆
卒
業
式

青
年
部
例
会

し
実
践
を
通
じ
て
成
長
す
る

場
所
」
と
定
義
し
「
青
年
部

に
入
っ
て
よ
か
っ
た
。
そ
う

思
え
る
部
会
に
し
て
い
き
た

い
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
卒
業
式
で
は
、

五
州
園
㈱
・
萩
原
隆
史
氏（
前

橋
支
部
）、
㈱
石
井
工
機
・

石
井
玉
美
氏
（
高
崎
支
部
／

会
員
登
録
は
社
長
）、
㈲
山

富
・
原
田
光
則
氏
（
富
岡
安

中
支
部
）
の
三
名
が
、
青
年

部
在
籍
期
間
中
の
学
び
や
自

社
経
営
を
振
り
返
り
「
コ
ロ

ナ
禍
の
よ
う
な
危
機
的
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
も
、
諦
め

ず
考
え
続
け
る
事
」「
単
に

参
加
す
る
だ
け
の
関
わ
り
方

か
ら
、
運
営
側
に
回
る
こ
と
で
学
び

の
質
や
量
が
圧
倒
的
に
変
わ
る
」「
学

び
を
持
ち
帰
り
自
社
で
実
践
す
る
経

営
者
の
基
本
的
な
経
営
姿
勢
の
大
切

さ
」
と
い
っ
た
活
動
か
ら
得
た
学
び

や
気
づ
き
を
共
有
し
ま
し
た
。ま
た
、

青
年
部
が
開
催
す
る
「
学
生
×
企
業

　

本
音
ト
ー
ク
」
が
新
卒
採
用
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
例
な
ど
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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五
月
二
十
一
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
富
岡
安
中
支
部
総
会
で
は
、
第

一
部
・
総
会
議
事
に
て
㈱
山
一
製
作

所
、
社
長
・
佐
藤
茂
樹
氏
が
支
部
長

に
再
任
し
、
活
動
方
針
を
「
寄
り
添

い
支
え
合
え
る
仲
間
の
輪
を
広
げ
経

営
者
み
ず
か
ら
進
化
し
よ
う
」
と
し

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
富
岡
支
部

設
立
総
会
（
現
・
富
岡
安
中
支
部
）

に
て
基
調
報
告
を
行
っ
た
グ
リ
ン

リ
ー
フ
㈱
、
社
長
・
澤
浦
彰
治
氏
が

「
感
動
農
業　

土
づ
く
り
・
人
づ
く

り
～
十
年
の
時
を
越
え
て
語
る
成
長

の
軌
跡
～
」
と
題
し
て
、
十
年
間
の

同
社
の
成
長
と
実
践
事
例
を
中
心
に

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
新
工
場
建
設
の
決
断
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
や
、
澤
浦
氏
の
経
営
哲

学
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
報
告
と
な

り
ま
し
た
。「
話
し
き
れ
な
い
部
分

は
三
冊
目
の
本
に
全
て
書
い
て
あ
る

の
で
是
非
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
出

版
さ
れ
た
ば
か
り
の
著
書
も
Ｐ
Ｒ

し
、
参
加
者
が
そ
の
場
で
購
入
す
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
報
告
に
先
立
ち
、
富
岡
安

中
支
部
で
は
三
月
に
グ
リ
ン
リ
ー
フ

新
工
場
の
見
学
例
会
を
開
催
し
現
場

を
肌
で
感
じ
、
報
告
を
聞
き
、
書
籍

で
内
容
の
理
解
度
を
深
め
る
と
い

う
、
い
つ
に
も
増
し
て
学
び
を
深
め

る
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

五
月
二
十
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

た
前
橋
支
部
総
会
で
は
、
第
一
部
・

総
会
議
事
で
サ
ラ
フ
ジ
㈱
、
代
表
取

締
役
・
佐
藤
孝
志
氏
が
支
部
長
に
再

任
し
、
活
動
方
針
を
「
同
友
会
を
楽

し
く
活
用
し
、
自
社
を
健
康
に
楽
し

く
し
よ
う
!!
」
と
し
ま
し
た
。
第
二

部
で
は
「
進
化
と
楽
し
さ
で
地
域
を

創
る
～
学
長
就
任
十
年
の
軌
跡
と
地

域
・
教
育
の
課
題
か
ら
見
つ
め
る
中

小
企
業
の
未
来
～
」
と
題
し
て
、
共

愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
、
学
長
・
大

森
昭
生
氏
（
同
支
部
所
属
）
が
、

二
〇
一
六
年
の
群
馬
同
友
会
定
時
総

会
で
の
講
演
以

降
の
同
大
学
の

変
遷
と
取
組
み

を
中
心
に
、
地

域
と
大
学
が
協

働
す
る
「
地
学

一
体
」
の
重
要

性
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

大
森
氏
は
、

こ
の
十
年
間
一

貫
し
て
進
化
さ

せ
た
事
と
し
て

「K
Y
O
A
I�

G
R
O
C
A
L�

P
R
O
JE
C
T

」

を
挙
げ
、
地
域

や
地
元
企
業
と

連
携
し
た
数
々

の
実
績
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
設
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
共
創
学

部
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
発
展
・
進
化
さ
せ
る
人
材
」

「
デ
ジ
タ
ル
で
様
々
な
問
題
を
解
決

す
る
人
材
」「
食
や
健
康
を
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
支
え
る
人
材
」
と
い
っ
た

養
成
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
共
創
人
材
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

人
口
減
少
に
つ
い
て
も
言
及
し
、「
大

学
等
の
高
等
教
育
機
関
が
な
く
な
っ

た
地
域
を
想
像
し
つ
つ
、
地
域
課
題

と
し
て
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
地
域
人
材
を
多
く
輩

出
す
る
同
大
学
と
し
て
、
地
元
経
営

者
に
訴
え
ま
し
た
。

感動農業　感動農業　
土づくり・人づくり土づくり・人づくり

第10回富岡安中支部総会

「
進
化
」と「
楽
し
さ
」で
地
域
を
創
る
！

「
進
化
」と「
楽
し
さ
」で
地
域
を
創
る
！

第
41
回
前
橋
支
部
総
会
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人
は
人
に
よ
っ
て
磨
か
れ
る

人
は
人
に
よ
っ
て
磨
か
れ
る

第
41
回
伊
勢
崎
支
部
総
会

　

五
月
二
十
六
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
第
四
十
一
回
伊
勢

崎
支
部
総
会
を
開
催
。
総
会
議
事
が

滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
後
、
第
二

部
・
基
調
報
告
で
は
「
人
は
人
に

よ
っ
て
磨
か
れ
る
～
後
継
者
と
し
て

の
六
年
間
～
」
と
題
し
、
㈱
中
島
、

専
務
取
締
役
・
中
島
将
太
氏
（
伊
勢

崎
支
部
）
が
自
身
の
経
営
体
験
を
語

り
ま
し
た
。

　

中
島
氏
は
、
二
〇
一
九
年
に
同
社

へ
と
入
社
。
当
初
、
前
職
で
の
経
験

か
ら「
自
分
が
会
社
を
変
え
て
や
る
」

と
い
う
強
い
自
負
が
あ
っ
た
も
の

の
、
現
実
を
知
ら
な
い
ま
ま
空
回
り

し
、
現
場
社
員
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
直

面
し
た
苦
悩
を
赤
裸
々
に
語
り
ま
し

た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
二
〇
二
〇
年

の
同
友
会
へ
の
入
会
。
例
会
や
委
員

会
で
の
学
び
や
、
多
く
の
先
輩
経
営

者
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
「
何
の
た

め
に
経
営
す
る
の

か
」
と
い
う
問
い
と

向
き
合
い
、
視
点
が

自
分
自
身
か
ら
「
社

員
さ
ん
や
お
客
様
の

た
め
」
へ
と
大
き
く

変
化
し
て
い
っ
た
過

程
を
詳
述
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
二
〇
二
三

年
に
大
病
を
患
っ
た

経
験
か
ら
得
た
死
生

観
の
変
化
、そ
し
て
、

そ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
父（
社
長
）

へ
の
感
謝
を
言
葉
に

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
会
場
の
多
く
の
参
加
者
の
胸
を

打
ち
ま
し
た
。

　

報
告
の
締
め
括
り
と
し
て
、
一
人

の
力
で
は
な
く
「
み
ん
な
で
や
る
」

こ
と
の
重
要
性
と
、
社
員
さ
ん
が
安

心
し
て
長
く
勤
め
ら
れ
る
会
社
づ
く

り
へ
の
決
意
を
等
身
大
の
言
葉
で
語

り
ま
し
た
。

　

第
三
部
・
懇
親
会
で
は
、
参
加
者

の
健
勝
と
会
員
企
業
・
伊
勢
崎
支
部

の
発
展
を
祈
念
し
て
乾
杯
。
そ
れ
ぞ

れ
が
今
後
の
飛
躍
を
誓
い
あ
う
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

辞めたくないと辞めたくないと
思わせる会社のつくり方思わせる会社のつくり方

第39回太田支部総会

　

五
月
二
十
八
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
太
田
支
部
総
会
で
は
、第
一
部
・

総
会
議
事
で
㈱
ア
ミ
イ
ダ
、
専
務
取

締
役
・
阿
久
戸
英
男
氏
が
支
部
長
に

新
任
し
、
活
動
方
針
を
「
自
社
の
た

め
に
学
び
を
楽
し
み
成
長
し
、
未
来

を
明
る
く
し
よ
う
」
と
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
「
辞
め
た
く
な
い
と
思

わ
せ
る
会
社
の
つ
く
り
方
～
実
践
か

ら
見
え
た
課
題
と
可
能
性
～
」
と
題

し
て
、
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
代
表
取

締
役
・
町
田
英
之
氏
（
代
表
理
事
／

前
橋
支
部
）が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
田
氏
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

と
い
う
自
社
の
業
種
を
、
人
の
手
作

業
が
中
心
の
「
超
ア
ナ
ロ
グ
な
労
働

集
約
型
産
業
」と
定
義
し
た
う
え
で
、

企
業
の
目
的
で
あ
る
「
永
続
」
の
た

め
に
新
卒
採
用
に
拘
り
、
毎
年
採
用

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
し
か

し
、
計
画
通
り
に
い
か
な
い
現
実
と

し
て
、
退
職
者
の
事
例
と
そ
の
理
由

を
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
理

由
の
分
析
か
ら
「
待
遇
改
善
だ
け
で

は
不
十
分
」
と
し
「
納
得
感
を
持
っ

て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
」
と

語
り
、
社
員
と
の
信
頼
関
係
構
築
の

た
め
に
、
経
理
公
開
や
公
平
な
評
価

基
準
な
ど
を
含
め
た
経
営
指
針
書
の

作
成
と
実
践
の
重
要
性
を
強
く
訴
え

ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者
に
向
け
て

「
ト
ッ
プ
が
や
る
べ
き
事
を
す
る
の

が
社
長
の
仕
事
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
ほ

ど
ほ
ど
に
」
と
伝
え
、
報
告
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
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五
月
二
十
七
日
（
水
）、
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
を
会
場
に
第
二
十
二
回
渋

川
吾
妻
支
部
総
会
を
開
催
。
総
会
議

事
終
了
後
の
第
二
部
例
会
で
は
、
群

馬
同
友
会
の
副
代
表
理
事
／
富
岡
安

中
支
部
長
を
務
め
る
㈱
山
一
製
作

所
、
代
表
取
締
役
・
佐
藤
茂
樹
氏
が

「﹃
創
造
と
挑
戦
﹄
の
実
践
～
支
部
活

動
の
学
び
を
自
社
経
営
へ
～
」
と
題

し
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
自
身
の
経
営
を
「
山
登

り
」
に
な
ぞ
ら
え
、
過
去
の
失
敗
を

「
恥
部
」
と
し
て
開
示
。
社
長
就
任

当
初
、
技
術
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

か
ら
取
引
先
を
言
い
負
か
し
て
商
談

を
台
無
し
に
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

一
社
依
存
が
原
因
で

多
大
な
損
失
を
出
し

た
苦
い
経
験
か
ら
、

相
手
へ
の
敬
意
と
事

業
の
多
角
化
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
し

た
。

　

二
〇
〇
七
年
の
同

友
会
入
会
後
は
、
仲

間
の
支
え
や
指
摘
に

よ
っ
て
「
優
し
さ
と

甘
さ
は
違
う
。
会
社

を
守
る
こ
と
こ
そ
が

人
を
大
切
に
す
る
経

営
だ
」
と
気
づ
き
、

苦
渋
の
決
断
を
経
て

強
い
組
織
づ
く
り
を

実
践
。
ま
た
、
支
部

運
営
で
は
「
例
会
に

来
た
人
を
一
人
に
し

な
い
」
を
信
条
に
、
温
か
な
居
場
所

づ
く
り
に
尽
力
す
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
高
騰
す
る
労
務
費
に
対

し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
緻
密
な
価

格
交
渉
を
行
い
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
現
在
進
行
形
の
挑
戦
に
つ
い
て
説

明
。「
見
え
て
い
る
な
ら
今
日
動
こ

う
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
は
、
変
化

を
恐
れ
ず
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
参

加
者
に
与
え
ま
し
た
。

　

例
会
終
了
後
は
部
屋
を
移
動
し
て

懇
親
会
を
開
催
。
佐
藤
氏
を
囲
ん
で

参
加
各
社
の
経
営
課
題
を
掘
り
下
げ

て
交
流
し
た
ほ
か
、新
年
度
を
迎
え
、

改
め
て
会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
機

会
と
し
ま
し
た
。

「
創
造
と
挑
戦
」
の
実
践

「
創
造
と
挑
戦
」
の
実
践

第
22
回
渋
川
吾
妻
支
部
総
会
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【中小製造業支援　広域連携で対応】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中
支部所属）など本県の３信金と、関東に拠点を置く信
金を中心とした計７社は25日、中小の製造業を支援す
るために連携する枠組みを発足したと発表した。広域
で連携を深め、顧客の資金需要に対応するのが狙い。
　ほかに参加するのは、本県では桐生信金とアイオー
信金。県外では、西武信金、飯能信金、湘南信金のほか、
企業間マッチングなどを担う西武トレーディング
TOKYO。
� ［５／ 26付上毛］

【６号館の誕生祝う】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支
部所属）に新たに完成した６号館「共愛コ・イノベーショ
ンハブ」の献堂式が27日、前橋市の同施設で開かれた。
関係者らが、４月に新設したデジタル共創学部の拠点
で学生が集う学びやの誕生を祝った。
� ［５／ 28付上毛］

【声援感謝、市盛り上げる】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　バスケットボール男子りそなＢリーグ１部の㈱群馬
クレインサンダーズの阿久澤毅社長（太田支部所属）
らが28日、太田市役所を訪れ、穂積昌信市長に今季の
成績を報告した。
　チームは東地区３位（42勝18敗）。ワイルドカード１
位で２季連続２度目のチャンピオンシップ（CS）進出
を決めると、千葉Ｊとの準々決勝第１戦でCS初白星を
手にした。
� ［５／ 29付上毛］

【磯部の魅力　訪日客に】
� ㈱磯部ガーデン
　磯部観光温泉旅館協同組合と安中市は30日、温泉マー
ク発祥の地とされる市内の磯部温泉で台湾からの訪日
客らにマークの歴史や由来などを紹介し、同温泉特有
の魅力を発信した。
　案内役を務めた櫻井太作組合長（㈱磯部ガーデン・
取締役社長／富岡安中支部）は「温泉文化の国連教育
科学文化機関（ユネスコ）無形文化遺産登録に向け、
多様な文化を知ってほしい」と話していた。
� ［５／ 31付上毛］

【解像度高い自己分析提供】
� 職場元気㈱
　人材紹介事業などを手がける職場元気㈱（副社長・
中島直子氏／高崎支部所属）は、第二新卒者に特化し、
自己分析から企業とのマッチングまで支援する新サー
ビスを始めた。専門スタッフとの面談でその人に合っ
た仕事を絞り込み、採用後のミスマッチを防ぐ。人手
不足が課題となっている中小企業の支援にもつなげる。
　新サービスの名称は「BOTTO（ボットウ）」。求職者
が「没頭」できる新たな環境を見つけられるようにと
名付けた。JR高崎駅近くの同社に専用ブースを設け、
キャリア相談や自己分析サービスを提供している。
� ［６／４付上毛］

【製造業11社の指定更新】
� システムセイコー㈱
� ㈱中島
　県は、経営の合理化に積極的に取り組み、他社の見
本となる「中小企業モデル工場」の指定書交付式を高
崎市内で開き、県内の製造業11社の指定を更新した。
期間は2028年３月末までの２年間。
　県は中小企業の生産性向上を後押ししようと、独自
技術を持ち、経営が良好な企業を指定している。本年

度は継続企業を含め、27社を指定。企業側は視察の受
け入れなどで協力する。
　指定が更新されたのは次の通り。システムセイコー
㈱（取締役・細野豊氏／高崎支部所属）、㈱中島（専務
取締役・中島将太氏／伊勢崎支部所属）※会員企業の
み抜粋。
� ［６／ 10付上毛］

【こんにゃく「バズらす」】
� 茂木食品工業㈱
　茂木食品工業㈱（代表取締役・茂木進氏／富岡安中
支部所属）の副社長、茂木大吾さんは、多くの人にもっ
と手軽にこんにゃくを食べてもらう未来を思い描く。
食材の魅力に新しいアイデアを組み合わせた商品開発
に取り組み、「群馬の特産を世界に売り込みたい」と意
気込む。
　こんにゃくは低カロリーで加工しやすく、さまざま
な食材とも相性が良い。茂木さんはこうした魅力を生
かし、手軽に食べられる商品作りに力を入れる。
　国内でこんにゃくの消費量が減少する中、さまざま
なシーンに合わせた製品の選択肢を増やすことが目標
だ。「大きな可能性が眠っている食材。こんにゃくをバ
ズらせ、産地全体を盛り上げたい」
� ［６／ 10付上毛］

【サクランボ　園児「甘い」】
� ㈲果実庭
　沼田市内の農園で構成する沼田サクランボ組合は10
日、同市沼須町の原田農園あざみ園で開園式を開き、
市内の園児11人が早速、サクランボ狩りを楽しんだ。
　園児たちは赤く熟した実を頬張り「甘い」「おいしい」
と大喜び。桑原裕和組合長（㈲果実庭・代表取締役／
沼田支部所属）は「今年は昨年に続き豊作。糖度も上がっ
ている」と太鼓判を押した。
� ［６／ 11付上毛］

【貸し会議室事業参入】
� 中央カレッジグループ
　本県で複数の専門学校を運営する中央カレッジグ
ループ（代表理事長・中島利郎氏／前橋支部所属）は、
教室やホールを会議として貸し出す事業を新たに始め
た。ビジネス向けだけでなく、サークル活動や友人と
の交流の場といった利用も可能で、地域の需要を取り
込む狙いがある。同グループによると、私学の専門学
校としては全国的に珍しい取り組みだという。
� ［６／ 11付上毛］

【会員登録変更】
　㈱金谷興油、代表取締役・金谷晴好氏（太田支部所属）
は、この度、「代表取締役・清水雄次郎氏」に会員登録
を変更しました。

【会員登録変更】
　㈱ファン・ライフカンパニー、代表取締役・櫻井健
一氏（沼田支部所属）は、この度、「㈱沼田アルミ、取
締役・斎藤悠樹氏」に会員登録を変更しました。

【組織変更＆代表取締役就任】
　かがやきいちご園、代表・齋藤大輝氏（伊勢崎支部
所属）は、この度、「㈱かがやきいちご園」に組織変更し、
合わせて「代表取締役」に就任しました。

【会員登録変更】
　中央キャリアネット㈱、営業部長・村田真一氏（高
崎支部所属）は、この度、「営業部副部長・里佳明氏」
に会員登録を変更しました。

【組織変更＆代表取締役就任】
　Being働き方Doing、代表・大石尚氏（富岡安中支部
所属）は、この度、「㈱Being働き方Doing」に組織変更
し、合わせて「代表取締役」に就任しました。
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６月度常任理事会承認

高
崎
支
部

〒370-0845　高崎市新後閑町8-13

　高崎市で臨床試験支援を通じ、新薬開
発の現場を支えるSMO事業を行っており
ます。会員の皆さまと共に学び、活動を通
じ自社・自身の成長と地域への貢献につな
げていきたいと考えております。よろしくお
願いいたします。

ＴＥＬ：027－310－2251
ＦＡＸ：027－310－2252

各種臨床試験におけるSMO業務の受託及びリサーチ・試験事務局代行業務

【紹介者／森雅弘（愛知同友会）】
史跡巡り、読書、ゴルフ

㈱薬理研

代表取締役社長
辻　　　孝　幸

S48年生

伊
勢
崎
支
部

〒370-0345　太田市新田花香塚町371-3

　太田市新田で、露地野菜を中心に農業をして
います。「人を育て、地域を豊かにする農業」を理
念に、多品目栽培を通じてお客様に喜ばれる農産
物づくりに取り組んでいます。同友会では経営者
として学びを深め、より良い会社づくりを目指して
いきたいと思います。よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0276－56－1921
ＦＡＸ：0276－56－1936

農畜産物の生産・販売

【紹介者／久保田賢治】
バイク、スノーボード

㈱久保田農場

久保田　光　河
H10年生

桐
生
み
ど
り
支
部

〒376-0013　桐生市広沢町5-1479

　建設業者・工務店向けに木材・住宅建
材・住宅設備機器の販売をしています。
最近リフォームの相談が増えているので、
施主様の要望に沿った建築工事関係者を
マッチングをしています。

ＴＥＬ：0277－54－0506
ＦＡＸ：0277－53－6151

木材等、建築資材販売

【紹介者／周藤亮佑・田中光太郎】
釣り

㈲舘野銘木店

代表取締役
舘　野　義　洋

S48年生

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


